
ラテン・アメリカ政経学会第 56回全国大会 プログラム 

 

会場：獨協大学  Ｗ棟(西棟) ３階  （懇親会は、Ａ棟１階・スタイルカフェ） 

          受付・休憩室： 11月 16日(土) 11時 30分～18時 00分  Ｗ-315教室 

          受付・休憩室： 11月 17日(日) 09時 30分～16時 00分  Ｗ-315教室 

 

■11月 16日(土) 

12時 00分～13時 00分 （Ｗ-305教室）  理事会 

 

13時 00分～15時 00分／15時 15分～16時 15分 （第 1会場：Ｗ-312教室）  

● 個別報告①「政治・国際関係」 （13時 00分～15時 00分） 

  司会：安井伸（慶應義塾大学） 

 ○ 松本八重子（亜細亜大学／上智大学・非）カリブ諸国の災害管理・環境問題分野における協力 

   ［討論］今井圭子（上智大学・名誉教授） 

 ○ 岡田勇（名古屋大学）抗議運動への参加について何が地域間で異なるのか―ボリビア、モンゴル、カン

ボジアでの世論調査の分析― 

   ［討論］高橋百合子（早稲田大学） 

 ○ 三浦航太（東京大学・院生）「誰」が「何」を語り「なぜ」選ぶのか―高等教育無償化のアイディアをめ

ぐって、学生運動を中心に― 

   ［討論］岡本哲史（九州産業大学） 

◆ 特別企画（協力：神戸大学国際文化学研究推進センター[PROMIS]） （15時15分～16時 15分） 

José Luis ESCALONA VICTORIA（CIESAS Sureste） 
Chiapas: transiciones del presente 

   ［講演者紹介・司会］受田宏之（東京大学） 

 

13時 00分～14時 20分／14時 40分～16時 00分 （第２会場：Ｗ-313教室）  

● 個別報告② 「経済（１）」 （13時00分～14時 20分） 

  司会：高橋直志（岐阜協立大学） 

 ○ 飯塚倫子（政策研究大学院大学）・Beatriz CALZADA（UNU-MERIT）How does innovation take place in 
the mining industry?: Understanding the logic behind innovation in a changing context 

   ［討論］村上善道（神戸大学） 

 ○ 田中高（中部大学）中米産糖に関する数量分析―エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグアの事例― 

   ［討論］清水達也（アジア経済研究所） 

● 個別報告③ 「経済（２）」 （14時40分～16時 00分） 

  司会：米山昌幸（獨協大学） 

 ○ 北野浩一（アジア経済研究所）チリ一次産品産業の垂直統合と企業の生産性 事業所パネルデータによ

る分析 

   ［討論］佐野聖香（立命館大学） 

 ○ 所康弘（明治大学）米墨通商問題と米国・メキシコ・カナダ協定（USMCA） 

   ［討論］田島陽一（東京外国語大学） 



16時 30分～17時 50分 （Ｗ-312教室）  

■記念講演 

Ricardo TAPIA（Universidad de Chile） 
Chile: Políticas de vivienda y urbanismo. Logros y desafíos para las próximas 
décadas 

   ［講演者紹介・司会］浦部浩之（獨協大学） 

 

18時 00分～20時 00分  懇親会  Ａ棟 1階・スタイルカフェ 

 

 

■11月 17日(日) 

9時 50分～11時 50分 （第 1会場：Ｗ-312教室） 

◆ 企画Ａ「共著のすすめ―いかに共同研究をすすめるか―」 

  責任者：舛方周一郎（神田外語大学） 

 ○ 舛方周一郎（神田外語大学）共同研究の目的・メリット：地域研究を取り戻すために 

○ グスターボ・メイレレス（神田外語大学）共同研究の可能性を考える：日伯間の移民研究を事例に 

○ 奥田若菜（神田外語大学）共同研究者との共通認識の構築：トラブル回避にむけて 

［討論］ 浜口伸明（神戸大学） 

［討論］ 宮地隆廣（東京大学） 

 

9時 50分～11時 50分 （第２会場：Ｗ-313教室） 

◆ 企画Ｂ 「AMLO政権下のメキシコ政治経済」 

 責任者：内山直子（東京外国語大学）                    ［↓ 報告 1件中止］ 

○ 豊田紳（アジア経済研究所）腐敗した共和国を救いうるか？(2)―ロペス＝オブラドール政権を考える 

○ 内山直子（東京外国語大学）マクロデータから読み解くAMLO政権経済政策の実情 

 ○ 笛田千容（立教大学・非）国営石油会社PEMEX改革と労働組合の対応 

 ［討論］久松佳彰（東洋大学） 

 

12時 30分～13時 30分 （Ｗ-313教室）  総会 

 

13時 40分～16時 40分 （Ｗ-313教室） 

■ シンポジウム「岐路に立つラテン・アメリカの民主主義」 

○ 趣旨説明と司会：浦部浩之（獨協大学） 

○ 村上勇介（京都大学）ペルーにおける民主主義的価値観─意識調査の分析 

 ○ 坂口安紀（アジア経済研究所）ベネズエラ・マドゥロ権威主義政権の継続を支える諸要因 

 ○ 住田育法（京都外国語大学）20世紀ブラジルの権威主義とポピュリズムの展開―没後65年目のヴァル

ガスの評価を巡って― 

 ○ 山崎圭一（横浜国立大学）米国トランプ政権のモンロー・ドクトリンの影響をどうみるか―ブラジルお

よび中米の情勢についての疑問点の整理― 

 ［討論］遅野井茂雄（筑波大学・名誉教授） 

［討論］出岡直也（慶應義塾大学） 


